
園児室
デッキ

a. 軒下ゾーンd. 中庭ゾーンc. 吹抜けゾーンb. 縁側ゾーン

１. 雨の日にできる道＝“雨道”

雨道でいつもと違う遊び方をするこども

沖縄の雨端＝中間領域

②遊び方が変わる

デッキでお絵描きや読書 水たまりでバシャバシャ a. 軒下空間 b. 縁側空間 c. 吹抜けデッキ空間 d. 中庭空間

①動線が変わる

広いデッキで走り回る 雨の壁でぐるぐる鬼ごっこ

３. ３つの建築装置で “雨道” を作りだす ４.雨道が重なることでこどもに成長の機会を与える

２. “雨道こども園” の変化の魅力

　雨の日には道路に水たまりができ、いつもと違う道＝“雨道”
が現れ、こどもは雨道で晴れの日とは違う遊び方を発見する。
　そこでこの雨道を建築内に取り入れることで、晴れの日と
雨の日で全く違う遊び方を発見することができるような天気
によって空間が変化するこども園を提案する。

　雨道を建築に取り込むため３つの建築装置を組合せ、様々な中間領域を張り巡らせた。これにより雨道
を建築内部に作りだし、こどもの遊びを増幅させる空間となる。また、雨を内部に取り込む際、想定外の
雨漏り防止や配食などの機能動線の確保に十分な計画的配慮を行った。

　雨の日は外で遊ぶことができず、こどもにとって退屈な日になってしまうこともある。しかし、雨道
こども園では、①普段と違う動線や②雨の日ならではの遊びができ、雨の日も楽しむことができる。

①軒 ②デッキ ③ヴォイド

　沖縄の伝統住宅では「雨端」と呼ばれる中間領域で天気と建築を緩やかに
接続している。通常より深く軒を出すことによって晴れの日には日除けとし
て人の触れ合いを促し、雨の日には、雨具を畳んだり、外の変化を楽しむ場
所として活用されている。
　そこで、こどもにとって天気の変化をより身近に感じられる存在とするた
め、建築の中間領域に着目した。

　３つのシンプルな建築装置でできる４つの居場所で天気によって様々な遊びを発見する。この中間
領域はこどもだけでなく、それぞれが親御さんや、地域住民、高齢者の交流スペースに加え、生き物
や植物との触れ合いなどこどもに学びの機会を与える場所となる。中間領域が室内外の境界を繋ぐだ
けでなく、地域の境界を繋ぐ可能性を秘めている。

お母さんの団欒スペース
日除け
雨具の収納

急な雨宿りスペース

外のような遊び場
運動会時の観覧席

雨の日でも濡れずに駆け回れる
様々なエントランス

日向ぼっこ
大屋根の下の大空間

水たまりを避けて鬼ごっこ
雨と触れ合う

生き物の発見
花や野菜の育成
木の下で雨宿り
水たまり遊び

雨道でこどもは踊る



靴箱は室前に置き、自由にアクセス

南西に配置し、採光を確保する

ゾーニングを分け乳児に配慮

地域に軒下を提供

車の渋滞防止 3歳児室
48m2

5 歳児室
48m2

4 歳児室
48m2

2 歳児室
54m2

シンボルツリー

乳児室+沐浴室
77m2

調理室
37m2

遊戯室
121m2

食品倉庫
8m2搬入口
検収室
8m2

職員室
77m2

大人用トイレ
36m2

駐車場

駐輪場

子育て支援室+倉庫
25m2

メインエントランス
16m2

園庭
200m2

サブエントランス
12m2

お遊戯会など
イベント時に使用

裏動線の確保

園児の見守り

動線が変わる

乳児の受け渡し容易

ほふく練習にも使えるデッキ
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公園 道路 園庭 こども園

こども園 道路

小学校

ボリューム：周辺に合わせセットバック
　　　公園との視覚的連続

屋根・デッキ：環境を意識した勾配
　　　　　　　　　　　　床下を設け敷地と一体的な設え

屋根勾配：雨道を内部へと取り込むため
　　　　　　　　中心に向かう屋根勾配を室間に挿入

ゲコゲコ

み～んみ～ん

乳児室

木漏れ日デッキ 水たまりデッキ かけっこデッキ 探索デッキエントランス

雨道ができて、
中庭を回遊するように駆け巡るこども

園庭で自由に遊びこども
中庭を駆け巡るこども

園児室

ヴォイド：吹抜けや中庭を設け
　　　　　　　雨道を建築内部につくる

軒、デッキ、ヴォイドが様々な雨道をつくりだし、
天気によって空間が変化するこども園ができる

雨天で中止になってしまった音楽会
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周辺高齢者との触れ合い 突然の雨の雨宿り

５. 動線の晴れと雨の日の変化 ７.地域交流の拠点となるこども園６.雨道をつくる 4つの手順
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８.断面計画：

晴 雨
セキュリティライン

4・5歳児室間の中庭

職員室

遊戯室前の吹抜け

2歳児室前の中庭

ヒューヒュ
ー

ザーザー

チュン
チュン

AA’ 断面図 S=1/200
1 3 5

平面図 S=1/500
N 1 3 5 10

　ウッドデッキを平滑に設えることでバリアフリー計画にも配慮し、周辺の高齢者との交
流を見据ている。また、道路側への軒下の提供や雨天時のイベント開催場所として機能す
るなど地域交流の拠点となるこども園である。

　晴れの日はテラスを自由に行き来し、雨の日はテラスを回遊するように園内を駆け回る。 　周辺のボリュームとの関係性からはじめ、建築計画や環境計画を含めた４つの手順で全体構成を決定した。
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03 04

晴れの日には中庭を縦横無尽に使い、遊び回る。園庭が公園と連続し開放感を与える

軒下がエントランスとして機能する 太陽の光や雨を感じられる吹抜け 植物や生き物と触れ合う中庭 木の周りでかけっこや雨宿り

雨の日でも遊べる軒下空間

デッキの足元は探索に最適

ハイサイドから自然光を取り込み室内を照らす

雨道が遊びの選択肢を増やし、雨の日でもこどもは自由に園内を駆け回る

園庭で遊ぶこどもを見守り、事件があればデッキからすぐに駆けつけることができる 大きな吹抜けからは雨が吹き込み、中庭を介してこどもは雨と触れ合う


